
Asa m
inami

20
25

 

▲ 2030広島自動車道

広島高速4号線

西風新都IC

西風新都地区
沼田IC

五日市IC

広島IC武田山
▲

火山
▲窓ケ山

▲

山陽自動車道

広島経済大
広島修道大

広島文化学園大・短

安田女子大・短

広島市立大
広島都市学園大

（西風新都キャンパス）

自動車専用道
主要な幹線道路
その他の幹線道路
JR可部線
アストラムライン

沼田地区

祇園地区

安古市地区
佐東地区

54

183

令和7年（2025年） 広島市安佐南区

　安佐南区では、区役所が住民に身近な行政窓口の役割を担うとともに、地域の特色を生
かしながら、住民のみなさんの思いをより反映したまちづくりを進めることにより、住みや
すさ・暮らしやすさを実感できるまちの実現を目指しています。このため、まちづくりの具体的
な計画として「安佐南区まちづくりアクションプラン」を策定しました。
　このプランに基づき、行政だけでなく、住民や地域団体、企業、ＮＰＯといった地域全体で
まちづくりに取り組んでまいります。

策定の趣旨

町内会・自治会への加入率

地勢・地域特性

人　口

● 広島市域のほぼ中央部に位置しており、面積は117.03
㎢で約43％を山林が占めています。武田山、火山（ひや
ま）、窓ヶ山等が所在し、豊かな自然環境を有しています。

●  区内に大学・短期大学が多く（６大学・２短期大学）所在
しており、文教地区としての一面を有しています。

●  安佐南区内とその周辺には４つのインターチェンジが
あり、広域的なアクセス性に優れていることに加え、国
道54号、国道183号、広島高速４号線等の道路により
都心部と結ばれています。また、軌道系の公共交通機関
（ＪＲ可部線、アストラムライン）により都心方面と結ば
れており、交通の利便性が高い区であるといえます。

　人口は242,683人、世帯数は109,779世帯（いずれも令和６年（2024年）4月末時点）で、いずれも８区の中で
最多になっています。将来推計によると、令和12年（2030年）以降は人口が減少に転じる一方で、65歳以上の人
口割合は、令和３２年（2050年）には31.9％となる見込みです。

コミュニティ
　町内会・自治会への加入率は年々低下しており、
令和５年（2023年）時点では46.8％で、広島市全体
の平均の53.1％を下回り、８区の中で下から２番目
の低さとなっています。
　今後、安全・安心に暮らせるまちづくりなどを推進
していく上で地域のコミュニティの活性化が課題の
一つです。

区の現状

令和7年度（2025年度）～令和12年度（2030年度）
※安佐南区まちづくりアクションプランの全文はホームページで公開しています。

■ページ番号で探す

ペン先は、文化と教育を育てる区民を、
また両手を高くあげ手と手をつないで
いる人の姿は、区民の融和と協調を象
徴しています。円は、永遠の平和と幸福
を、全体の形は王冠を意味し、安佐南
区の永遠の発展を表したものです。
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安佐南区または広島市ホームページ
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資料：市民活動推進課、各年の7月1日現在の住民基本
台帳世帯数に対する町内会・自治会加入世帯数の割合。

人口の推移 安佐南区の年齢階級別割合の推移及び将来推計
資料：国勢調査。佐伯区の昭和55年は、旧五日市町と旧湯来町の合計値。
以降、平成12年まで旧湯来町を含む合計値。

資料：令和2年以前は国勢調査、令和7年以降は国立社会保障・人口問題研
究所「日本の地域将来推計人口（令和5年推計）」より作成。
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地域と大学がつながり、活力あふれるまちづくり

安佐南区のまちづくりの‶4つの方向性”
安佐南区では、地域特性を生かした個性豊かで魅力と活力のあるまちづくりを目 指し、今後のまちづくりについて、次の４つの方向性により進めていくこととします。

歴史・文化などの地域資源を活用し、住宅団地をはじめとしたそれぞれの地域への愛着と誇りを育むとともに、住民、
企業等の事業者、関係機関、行政（区役所）が協働し、魅力にあふれ、様々な人が訪れるまちづくりを進めます。

地域愛を育み、みんなで魅力を生み出すまちづくり

住民、企業等の事業者、関係機関、行政（区役所）がそれぞれの立場を担い、協働して地域の福祉や住民の健康
づくりを推進するとともに、平成26年（2014年）8月の豪雨災害などの教訓を踏まえた防災力、犯罪を未然に
防ぐ防犯力を高め、誰もが安全・安心・健康に暮らせるまちづくりを進めます。

みんなで支え合い、安全・安心・健康に暮らせるまちづくり

大学と地域の交流・連携を促進し、大学の知的資源を活用した学びの機会の創出や、大学生のパワーやアイデアを
生かした協働の取り組みにより、地域課題の解決を図るとともに、文化的で活力にあふれるまちづくりを進めます。

里山や川などの身近な自然を保全・活用し、農林業の振興や中山間地の活性化、住民が自然と触れることのできる
環境づくりに取り組み、自然と共に豊かに暮らし、自然を通じて人々が交流するまちづくりを進めます。

自然と共に豊かに暮らし、交流するまちづくり

【 取組内容 】

【 取組内容 】

① 安佐南区の魅力向上の促進

② 安佐南区の地域資源の活用
安佐南区花いっぱい運動とコラボした“小さな音楽会”。
演奏は広島文化学園大学の学生達

戸山地区の豊かな自然を体験・発信するイベント
「Green Slow Fes」

安佐南区イベント応援キャラクター「あみゴン」

広島市立大学の学生の芸術作品を区役所で展示

● 住民に親しまれる区役所づくり
● ふるさと魅力化再生事業の推進
● サンフレッチェ広島応援プロジェクトの推進
● 住民等による安佐南区の魅力の発信

【 取組内容 】
① 戸山地区のまちづくりの推進

● 戸山地区の魅力ＰＲの推進
● 戸山地区への定住の促進
● 交流施設の管理・運営

② 農林業を通じた交流の促進
● 農林業を通じた体験・交流機会の提供

【 取組内容 】

アクションプランの位置付け

① 大学と地域の交流・連携の促進
● 大学と地域の交流・連携に向けた支援

② 地学地就の促進
● 大学と企業の交流・連携に向けた支援
● 「地就」に向けた支援

① コミュニティ活性化の促進
◆公共施設の有効活用
     ● 安佐南区花いっぱい運動の推進
◆町内会・自治会への加入促進
     ● 加入促進チラシ等の作成・配布
     ● マンションを対象とした加入促進の実施
     ● 「安佐南さわやかあいさつ運動」の実施
     ● 新任町内会長等への支援

◆交流機会の創出
     ● 安佐南区全体を対象とする
　　イベントの開催
◆区民主体のまちづくりの推進
      ● 「ひろしまLMO」をはじめとした
　　地域団体等への支援
     ● 企業等の地域貢献活動参画の促進

② 安全・安心に暮らせるまちづくりの推進

● ライフステージに応じた健康づくり
● 住民の主体的な健康づくりを支える地域づくり

◆安心して暮らしていくための環境づくり
     ● 切れ目のない、きめ細やかな支援の充実
     ● 地域における子育て環境の充実
     ● 障害者福祉事業所自主製品の
　　販売の場の提供

◆災害に強いまちづくりの推進
     ● 防災まちづくり事業の推進
     ● 避難行動要支援者避難支援事業の推進
◆安全なまちづくりの推進
     ● 「減らそう犯罪」推進事業の推進
     ●交通安全運動の実施

● 区内の自然、 歴史、 文化の探訪・学習の促進
● 安佐南区の魅力発見イベントの実施

● ホットスタッフフィールド広島をはじめとする広島広域公園を活用した魅力づくり
● アストラムライン各駅を拠点とする地域の魅力づくり
● 沼田合同庁舎（通称：火山（ひやま）館 ）を活用した魅力づくり

◆ふるさと安佐南再発見事業

◆地域資源となる公共施設等を活用した魅力づくり
　

伴南小学校での“さわやかあいさつキャラバン隊”の活動

LMO団体による子どもの居場所づくり

“権現山憩の森整備事業”での登山道の整備

“あさみなみ区民大学”の講座の様子。マエダハウジング安佐
南区民文化センターにて

地域と大学生のミーティング風景。広島修道大学にて

アクションプランは、広島市基本構想及び第６次広島市基本計画に基づき、中期の実施計画として策定したものです。

● 計画期間：令和２年度～令和１２年度
● 第３章 第２節「区における住民を主体としたまちづくり活動の充実」

安佐南区まちづくりアクションプラン
● ４つのまちづくりの方向性
● 取組内容③ 健康に暮らせるまちづくりの推進

安東小学校で行われた安東学区の防災訓練

計画期間：令和２年度～令和１２年度
2020策定プラン：令和２年度～令和６年度
2025策定プラン：令和７年度～令和１２年度

広島市基本構想

第６次広島市基本計画  


